
はじめに

下野谷豊一氏収集化石コレクション（以下，下野谷
コレクション）は，同氏が福井市自然史博物館に寄託
した福井県大野市九頭竜川上流域（以下，九頭竜地
域）の下山，貝皿，長野で採取した中・後期ジュラ紀
化石のコレクションであり，当時の東アジア東縁部
の沿岸環境や生態系を理解する上で重要な資料であ
る．そのうち中部ジュラ系九頭竜層群（前田，1952；
Yamada & Sano，2018）および上部ジュラ系長野頁
岩層（井尻，1936；酒井，2019）より産出したアンモ
ナイト化石の詳細は，図録・目録として発刊されてい
る（福井市立郷土自然科学博物館，1990；福井市立自
然史博物館，1997）．

著者は，下野谷コレクションに含まれる九頭竜層群
産の中期ジュラ紀植物化石の整理を進めている．本稿
では，これまでに九頭竜層群において報告が無かった
球果類のBrachyphyllum属を確認したので報告する．

地質概説

九頭竜層群は，福井県大野市九頭竜地域に分布する
中部ジュラ系である（Fig. 1）．本層群は，下位より，
礫岩を主体とする下山層，粗粒砂岩と泥岩との互層を
主体とする大井谷層，礫質砂岩と細粒砂岩を主体とす
る栃餅山層，泥岩を主体とする貝皿層，礫岩・砂岩・
泥岩の互層を主体とする山原坂層からなる（前田，
1952，1961；Yamada & Sano，2018；酒井，2019）．

アンモナイトなどの海生軟体動物化石は，大井谷
層，栃餅山層，貝皿層および山原坂層より産出す
る（例えば，Yokoyama, 1904；前田, 1952；Hayami, 
1960；Maeda, 1963；佐藤, 2008；Sano et al., 2010；

Handa et al., 2014；中田ほか, 2019；Goto & Sakai, 
2021）．植物化石は貝皿層より報告されており，この
群集は「貝皿植物群」と呼ばれている（Yamada & 
Uemura, 2008）．

Sato et al.（1963）は，九頭竜層群においてアン
モノイド群集帯 4 帯を定義している．この生層序区
分は，Sato & Westermann（1991）による改訂を経
て現在も広く用いられている．Pseudoneuqueniceras 
yokoyamai 群集帯（最後期Bathonian），Kepplerites 
japonicus 群集帯（最前期Callovian），Oxycerites 
群 集 帯 （ 前 期 C a l l o v i a n ） の 3 帯 は 貝 皿 層 中 ，
Kranaosph inc t e s  mat sush imai  群集帯（中期 
Oxfordian）の 1 帯は山原坂層中において示されてい
る（Sato et al.，1963；Sato & Westermann, 1991；
Handa et al., 2014；中田・後藤, 2019）．

資料と産出層準

本稿で扱う資料は，1980年 5 月16日に下野谷豊一氏
が大野市下山の深谷に露出する貝皿層より採取した化
石を含む暗灰色泥岩であり，標本番号S. col. 798が付
与されている（Fig. 1）．S. col. 798は，鱗片状の小さ
な葉をもつ球果類のシュート化石（Fig. 2）を含み，
その面の裏にはアンモナイト化石を含む．

S .  c o l .  7 9 8 に 含 まれ るアン モ ナ イト化 石 は
Pseudoneuqueniceras sp. cf. Psn. yokoyamai（Kobayashi 
and Fukada）の螺環の一部である．S. col. 798の採取地
点付近ではPsn. yokoyamaiが多産する（下野谷豊一 私
信）（Fig. 1）．Psn. yokoyamaiはPsn. yokoyamai群集
帯の主要な構成種の一つと位置付けられているため， 
S. col. 798の産出層準は同群集帯に対比される．
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球果類　Brachyphyllum sp.
標本：S. col. 798（Fig. 2）
特徴：	シュートは長さ 6 cm以上，幅は約 3 mmで，

3 回の二又分岐が確認できる．葉は菱形で，螺
旋状に並ぶ．葉先は鈍角．葉の形質から，本稿
ではBrachyphyllum sp.に同定した．

貝皿植物群

貝皿植物群は，トクサ類のEqu i s e t i t e s  s p . ,  
シダ種子類のCtenozamites usnadzei Doludenko 
and Svanidze, ベネチテス類のAnomozamites sp., 
Otozamites crassipinnatus Yamada and Uemura, 
O. sewardi Oishi, Otozamites sp., Pterophyllum sp., 
Ptilophyllum caucasicum Doludenko and Svanidze, 
Ptilophyllum sp. A, Ptilophyllum sp. B, ソテツ
類のPseudoctenis? sp., 球果類のElatocladus sp.，
Pagiophyllum? sp. を含み，豊富なベネチテス類
で特徴づけられる（Yamada & Uemura，2008）．
本研究では，下野谷コレクションより，新たに
球果類のBrachyphyllum sp.を確認した．本稿の

Brachyphyllum属を加えると，貝皿植物群は10属14
種からなる．

まとめ

本研究では，下野谷コレクションを整理した結果，九
頭竜層群貝皿層より球果類のBrachyphyllum sp.が産出
することが明らかとなった．これは，本邦の中部ジュラ系
からは初めてとなるBrachyphyllum属の産出記録になる．
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Abstract
This study reports Brachyphyllum sp. among the 
fossil collection accumulated by Mr. Toyokazu 
Shimonoya, which was discovered from the Middle 
Jurassic Kaizara Formation of the Kuzuryu Group 
distributed in the Kuzuryu district, Ono City, Fukui 
Prefecture, central Japan. This occurrence is the first 
report of the genus Brachyphyllum on the Middle 
Jurassic of Japan.
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plant fossil, Kaizara Flora, Middle Jurassic, Kaizara 
Formation, Kuzuryu Group
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